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女性の進学率、特に大学進
学率は増加し続けている。



教育水準別人口ピラミッド
日本、2010年
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教育水準の男女差は縮小



男女別就業者の割合（20‐39歳）
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就業者割合の
男女格差も縮小
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い人の割合、2011年

出典 : 第7回人口移動調査



都市部と非都市部の若者人口性比

出典 : 国勢調査

注 : 都市部 : 東京23区と政令指定都市と定義、若者は20～39歳と定義
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高度経済成長時代は都市に
は若い男性が集まったが、
2000年を超えると若い女性

が集まっている
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注 : 都市部 : 東京23区と政令指定都市と定義

都市部の性比－非都
市部の性比を「都市女

性指数」と定義



年齢階層別都市女性指数
世界, 1980‐2015
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Source : United Nations, Department of Economic and Social Affairs, Population Division (2014) World 
Urbanization Prospects : The 2014 revision

都市部への女性の集
中は日本だけではな
く、世界規模でも認め

られる現象



年齢階層別都市女性指数
地域別 2015年
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Note : L.A.C. is Latin America and the Caribbean, N.America is Northen America

アジア・アフリカ以外は
都市部への女性の集

中がみられる



都市女性指数(20‐39歳) 
国別 2015年

Source : United Nations, Department of Economic and Social Affairs, Population Division (2014) World Urbanization Prospects : The 2014 revision

欧米・ラテンアメリカのみならず、イラン
やインドネシアでも都市部への女性の

集中が認められる



都市女性指標（20‐39歳）と
一人当たりGDP、国別

‐80

‐60

‐40

‐20

0

20

40

60

80

100

100 1,000 10,000 100,000

U
rb
an

 G
en

de
r I
nd

ex
 

GDP per capita 2014 (current US$)

r = -0.491(log)

Source : GDP per capita is by World Bank database, value of 2014. Urban‐rural sex ratio difference of 20‐39 is by United Nations, 
Department of Economic and Social Affairs, Population Division (2014) World Urbanization Prospects : The 2014 revision, value of 2015

経済水準が高いと都市部への女性の集中が
起こるが、経済水準が特に低い国では都市

部に男性が集中する傾向が著しくなる
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出典 : 住民基本台帳人口移動報告 総務省統計局



都道府県別にみた女性の活躍と経済、移動

ジェンダー指数が高いと県民所得が高く、若い女性が留まる

‐10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200

転
入
超
過
数
（
人
）

佐賀アバンセGEM指数（女性の活躍度）

20‐39歳女性の転入超過数（2013年）

東京を除いても r =0.374

r =0.825

神奈川

愛知

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0.000 0.200 0.400 0.600 0.800 1.000 1.200

一
人
当
た
り
県
民
所
得
（
千
円
）

佐賀アバンセGEM指数（女性の活躍度）

一人当たり県民所得（2011年）

東京を除いても r =0.709

r =0.852

●佐賀アバンセGEM指数 : http://www.avance.or.jp/danjyo/_1297/_1300.html
吉岡・原 (2014) 『2013 年度佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）専門課題調査研究事業報告書』
→県議会議員・市区町村議会議員、行政管理職、管理職・専門技術職、所得について、女性比率を指数化

●県民所得 : 県民経済計算、内閣府経済社会総合研究所

東京 東京
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県移動パターンの男女差
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出典 : 第7回人口移動調査（2011年）

出生県から他出し初職時
に出生県へ戻る割合を県
Ｕターン割合とすると、男
性26%、女性23%となり、
男性の県Uターン割合の

方が高い



県Uターンの学歴差
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出典 : 第7回人口移動調査（2011年）

男 女 合計

小中卒 13% 6% 9%

高卒 12% 8% 10%

短大卒 29% 25% 26%

大卒 29% 30% 29%

学歴が高いほど県Uターンする。男女
差は学歴が高いほど縮む



県Uターンの年代差
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出典 : 第7回人口移動調査（2011年）

男 女 合計

20‐29 30% 25% 27%

30‐39 29% 25% 27%

40‐49 28% 22% 25%

50‐59 26% 24% 26%

60‐69 20% 13% 18%

70‐79 19% 18% 18%

80‐ 16% 16% 16%

若い世代ほど県Uターンする。



県Uターンの地域差
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出典 : 第7回人口移動調査（2011年）

出生地域 男 女 合計

三大都市圏 25% 17% 21%

非三大都市圏 27% 26% 27%

出生地域 男 女 合計

北海道 27% 19% 24%

東北* 14% 19% 17%

北関東 31% 23% 28%

東京圏 20% 13% 17%

中部・北陸 36% 32% 34%

中京圏 38% 25% 33%

大阪圏 23% 19% 21%

京阪周辺 27% 19% 23%

中国 32% 30% 31%

四国 24% 27% 25%

九州・沖縄 20% 23% 22%

*東北地方は被災三県（岩手県・宮城県・福島県）を除く

非三大都市圏の
方が県Uターンし、

男女差も少ない。
四国・九州・沖縄
は女性の方がU
ターン割合が高

い。


